
       一般審査員特別賞  

       鹿児島建設株式会社 

 ヤギの参勤交代 

による癒しとエコの 

緑地管理を事業とし 

た取り組みです。 

機械を用いることが多 

い除草作業を、ヤギを用い、環境負荷を減ら

そうという取り組みです。委託を受けた場所へ

ヤギを放し、雑草を食べさせるという単純な仕

組みです。刈り草はゴミにならず土に返り、化

石燃料は不要で、機械音も無いトリプルゼロの

取り組みです。ＣＳＲとして、ヤギフェスなどの

イベントも開催しています。鳥取環境大学もヤ

ギを飼育していますが、低炭素社会づくりの視

点など大変参考になる事例だと思います。 

 最優秀ソーシャルイノベーション賞   

   ファインモータースクール 

 「事故のない安全な街づくり」「くるま社

会を心豊かに過ごすためのお手伝い」「く

るまと地球環境の共存」を基本理念とした

自動車教習所の取り組みです。教習時に、

エコドライブの講座を取り入れることで、免

許取得時からエコドライブが身に付く教習

カリキュラム「楽エコ教習」を中心とするエ

コドライブ普及活動を 

行っています。エコド 

ライバーの育成を行 

うことで、渋滞や事故 

のない低炭素な地域 

社会の創造を目指し 

ています。 

 

最優秀次世代賞  

京都市立長岡第四小学校 

  “目指せ１トン～地域を動かした子ど

もたちの合言葉～”小学校の環境教育

の取り組みです。地域で多くの食品廃

棄物が燃やされているという授業から、

排出する二酸化炭素を減らそうと、子ど

もたちが活動をおこし、生ごみの回収と

堆肥化活動を展開しました。最初は、

学年での活動でしたが次第に学校全

体へ拡がり、 

現在は地域 

挙げての取 

り組みとなっ 

ています。 

低炭素杯2014 報告書 

 「『エコーガニック with ノーマライゼーショ

ン』&食品スーパーが提案する環境ループ事

業」を行う宮城県の団体です。明るい音楽に

合わせ、楽しく分かりやすいプレゼンでした。 

 事業内容は、スーパーや飲食店での食品

残渣の回収と処理です。回収した食品残渣を

焼却処分ではなく、堆肥化することで二酸化

炭素排出抑制に取り組んでいます。    

 堆肥化技術は特許取得の大変優れたもの 

で、大きな成果を挙げています。回収作業は 

 

障がい者を雇用し、福祉社会への貢献にも

取り組んでいます。また、食品残渣を減らす

ために、学校へ食育と環境教育の出前授業

を行っているということでした。 

 地域に愛される身近なスーパーが、地元の

ためにできることを地道に積み重ねることで、

温暖化防止や福祉に貢献するという結果が

生まれました。スタッフの皆さんの明るい元気

な様子から、持続可能な社会とは、たくさんの

笑顔と共にあることだと感じました。 

特別講演 里山資本主義 NHK広島 井上 恭介さん 
里山資本主義を実行するためには、固定概念や思い込みではなくその固定概念を捨てなければならない。そして、地
域の資源を利用し手芸で作ることで付加価値をつけることで対抗する。そうすることが里山資本主義であり地域の街
づくりにつながる。私たちが目指すべきは懐かしい未来である。しかし、昔の生活に戻るというわけではない。昔の
技術に先端技術を取り入れることが懐かしい未来の創造につながる。 

そのような生活を送り、経済がよくならなければならない。経済効 

果を挙げるには増産ではなく「ごみ」といわれる資源から、作り出 

されるエネルギーで経済効果が得られる。日本はエネルギーが無い 

国であるといわれているが森林というが大量にある。木材本体は建 

造に使うことができ、かすは燃料として使用することが出来る。 

それらを利用することが重要である。その中で私たちは、力を合わ 

せ信用していかなければならない。そして１人のスーパーマンが引 

っ張っていくのではなく、リーダーは入れ替わり存在しリーダーシ 

ップをみんなで発揮していくことが里山資本主義の一歩になる。 

 

 2月14日15日東京ビッグサイトにて、大雪の中開催された低

炭素杯2014（地球温暖化防止全国ネット主催）に参加しました。

全国1620団体の応募からファイナリスト41団体（企業・学校・

NPO等）が選ばれ、4部門（地域活動、企業活動、パートナー

シップ、学生活動）40団体がそれぞれ4分ずつ圧巻のプレゼン

を行い、22団体に各賞が送られました。今回の『若者芽線』は、

この低炭素杯の受賞団体についてレポートします。 

TCCCA ニュースレター Vol.1２              

                          鳥取県地球温暖化防止活動推進センター    

Tottori  Center  for Climate Change Actions            

鳥取環境大学生による 
温暖化対策の現場 
突撃インタビュー 

グランプリ  株式会社ウジエスーパー＆株式会社ウジエクリーンサービス 

 鳥取県地球温暖化防止活動推進センターは、県内の温暖化防止活動を様々な面からサポートし、一層活性化させることで低炭素社会をめざすこ

とを目的に活動するセンターです。鳥取環境大学の教員や学生、市民によるＮＰＯ法人が運営しています。2010年6月に鳥取県知事より指定され、

鳥取環境大学との連携協定のもと、鳥取環境大学に拠点を置き、活動を始めました。鳥取県地球温暖化防止活動推進センターの活動は、国や県、

県内外の様々な団体や個人の会員の皆様などのご支援によって支えられています。 

鳥取県地球温暖化防止活動推進センター通信「TCCCAニュースレター」 ＶＯＬ．12   

鳥取環境大学 
「地球環境を考え 

る会」宮崎靖大 



 2月26日に米子市文化センターでドキュメンタリー映画『パワー・トゥ・ザ・ピープル～グローバルからローカルへ～』の上映会を行
いました。エコサポーターズをはじめとした市民の方々と鑑賞した後、意見を交えました。 

 
    

パワー・トゥ・ザ・ピープル 

～グローバルからローカルへ～ 

上映会 

 

(参照)パワー・トゥ・ザ・ピープル～グローバルからローカルへ～ 
http://unitedpeople.jp/p2p/ 

「未来を創り変えるために残された時間はあるのか？」 
 映画自体は40分程度で短編でしたが、そうは思えないほどの濃い

内容でした。実際に100%クリーンエネルギーの地域があることに驚

いたと同時に、未来に希望を持つこともできました。国内では長野

県の飯田市が代表的な地域だそうです。 

 映画の中で印象に残ったのは、この活動は時代の流れを逆行し

ていくものだ、ということです。より広い世界に目を向けること＝グ

ローバル化が現代社会の基本になっています。インターネットなど

の普及により、その傾向は顕著なものになっています。しかしこの映

画では、目の届く範囲での小さな地域での協力、共生が必要だと

強く主張しています。すでに主流であるグローバルな社会基盤に反

して、ローカルという意義を浸透させ社会を変えるには長い年月が

必要ではないでしょうか。変えるために必要な時間と、地球の環境

を守るために私たちに残された時間は？はたして間に合うのでしょ

うか。人類史のエンド・ロールは流れ始めているかもしれないのです。 

          鳥取環境大学「地球環境を考える会」 寺本 有希 

 エコサポーターズの方々と一緒に、映画内での「エネ

ルギーを通して地域活性化」を実現するための課題を

身近な地域に当てはめてピックアップしました。 

・実現する(リーダーなど)となるとしり込みする。 

・高齢化が進み、グループが縮小したらどうするか。 

・日本と欧州では条件(土地柄、経済形態など)が違う。 

・参考となる完成したモデル、成功事例がまだ少ない。 

・現状ではコミュニティや信頼関係の構築が難しい。 

 しかし、課題が山積して、 

手を付けることにしり込みは 

したとしても、次世代のことを 

考えると温暖化問題やコミュ 

ニティの形骸化など現状維持ではよくないという意見や、

こうした課題を乗り越えた先に、持続可能な社会がある  

              という意見もあり、それには、未 

              来の社会について話し合う場を 

              多様な立場の参画で設けること 

              が大切だという結論に至りました。 

映画鑑賞後の意見交換 

          エネルギーコスト 
  エネルギーコストをいかに抑えるか、という問題はこれからの企

業の課題です。その一つの解決策に「自給自足」があります。そし

てそれを可能にするのが自然エネルギーだと、この映画は主張し

ています。 

          エネルギー共同組合 
  ある限られた地域内で電力を共有することを、映画内でこう指し

ています。各家庭にはソーラーパネルが敷かれ、電力を生み出し

ます。そのうち余った電力を、必要としている家庭に譲渡します。 

          住民グループ 
  映画では、いくつかの住民グループが紹介 

されています。大手企業に頼らない、顔の見え 

る者同士で行う、新しい経済が始まっています。 

          小さな社会 
  サブタイトルにもあるように、この映画ではローカル、小さな地域

での関係が重要視されています。お互いの信頼関係は大切なもの

です。この活動が進めば、昔のようなアットホームな地域に戻ること

ができるのではないでしょうか。 

映画のキーワード 

 オランダで再生可能エネルギー普及に取り組む活動家

や、デンマークのサムソ島(図1)で100%クリーンエネル

ギー化を実現し、TIME誌の 

「環境ヒーロー」に選出された 

S・ハーマンセン氏(図2)の取 

り組みなどを紹介するドキュメ 

ンタリー映画です。 

 人口4200人のサムソ島は、 

本土の電力会社を通さずに電力を確保するため、洋上

風力発電と太陽光による自家発電を取り入れています。

また、農業中心の土地柄を利用し 

てバイオマスやバイオ燃料を製造 

しています。その結果、余剰電力 

を売って、利益を得ることができて 

います。 

映画のあらすじ 

(図2)S・ハーマンセン氏 

(図1)デンマーク サムソ島 



 ■概要 

 第２作業部会は、気候変動がもたらす悪

影響と好影響、気候変動への適応のオプ

ション、並びに気候変動に対する社会経

済及び自然システムの脆弱性等について

の評価を扱っている。   

 (中略） 現在すでに温暖化の影響が広範囲に観測されていることが

示されるとともに、気候の変動性に対する生態系や人間システムの著し

い脆弱性や曝露を明らかにしている。将来に関しては、温暖化の進行

がより早く、大きくなると、適応の限界を超える可能性があるが、政治的、

社会的、経済的、技術的システムの変革により、効果的な適応策を講じ、

緩和策をあわせて促進することにより、レジリエント（強靱）な社会の実

現と持続可能な開発が促進されるとしている。 

■第２作業部会報告書政策決定者向け要約（SPM）の概要 

A. 複雑かつ変化しつつある世界において観測されている影響、脆弱

性、適応  

観測されている影響 

●ここ数十年、気候変動の影響が全大陸と海洋で、自然生態系及び人

間社会に以下のような影響を与えている。気候変動の影響の証拠は、

自然生態系に最も強くかつ包括的に現れている。 

i）水文システムの変化による水量や水質の観点からの水資源への影響 

ii）陸域、淡水、海洋生物の生息域の変化等 

iii）農作物への負の影響が正の影響よりもより一般的 

●熱波や干ばつ、洪水、台風、山火事等、近年の気象と気候の極端現

象による影響は、現在の気候の変動性に対するいくつかの生態系や多

くの人間システムの著しい脆弱性や曝露を明らかにしている。 

適応経験 

●適応は一部の計画に組み込まれつつあり、限定的であるが実施され

ている（例：アジアにおいては、一部の地域で、適応が、早期警戒シス

テムや統合的水資源管理、アグロフォレストリー、マングローブの植林）

気候変動に関連したリスクへの対応はの影響の深刻さや起こる時期の

不確かさ、また適応の有効性の制限という不確実性がある中で、変わり

つつある世界において意思を決定していくということを含意している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B. 将来のリスクと適応の機会 

複数の分野地域に及ぶ主要リスク 

i）海面上昇、沿岸での高潮被害などによるリスク 

ii）大都市部への洪水による被害のリスク 

iii）極端な気象現象によるインフラ等の機能停止のリスク 

iv）熱波による、特に都市部の脆弱層における死亡や疾病のリスク 

v）気温上昇、干ばつ等による食料安全保障が脅かされるリスク 

vi）水資源不足と農業生産減少の農村生計・所得損失のリスク 

vii）沿岸海域における生計に重要な海洋生態系の損失リスク 

viii）陸域及び内水生態系がもたらすサービスの損失リスク 

●気候変動の速さと大きさを制限することにより、その影響による全般

的なリスクを低減できる。一方、温暖化が大規模になれば、深刻かつ広

範で、不可逆的な影響が起る可能性が高まる。 

C. 将来のリスクの管理とレジリエンスの構築 

効果的な適応のための原則 

●適応は、地域や背景が特有であるため、すべての状況にわたって適

切なリスク低減のアプローチは存在しない。 

●限られた証拠によると、世界全体の適応ニーズと適応のための資金

には隔たりがある。世界全体の適応に要する費用を算定する研究には、

データや手法、適用範囲が不十分という特徴があり、更なる研究の向

上が必要である。 

●重要なコベネフィット、相乗効果、トレードオフは緩和と適応の間や異

なる適応の反応の中に存在する。相互作用は地域内及び地域をまた

いで起こる（確信度は非常に高い）。 

気候に対してレジリエントな経路と変革 

●経済的、社会的、技術的、政治的決定や行動の変革が、気候に対し

てレジリエント（強靭）な経路を可能とする。 

（参照）環境省ホームページ  

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=17966 

気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ） 
第5次評価報告書 第2作業部会 
（影響、適応、脆弱性） 
報告書の公表 【速報】  

 日本での初開催となった、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第38回総会及び第２作業部会

第10回会合（平成26年３月25日～29日於 横浜市）において、IPCC第５次評価報告書第２作業部会

報告書の政策決定者向け要約（SPM）が承認・公表され、第2次作業部会評価報告書本体が受諾さ

れました。政府の報道発表資料より、以下にその概要をほぼ原文通りにお届けします。 

■IPCCの概要  

  国連気候変動に関する政府間パネル（Intergovermental Panel 

on Climate Change）の略。人為起源による気候変化、影響、適

応及び緩和方策に関し、科学的、技術的、社会経済学的な見

地から包括的な評価を行うことを目的として、1988 年に国連環

境計画（UNEP）と世界気象機関（WMO）により設立された組織。 

 世界の科学者が発表する論文や観測・予測データから、政府 

の推薦などで選ばれた専門家がまとめます。科学的な分析の 

 

ほか、社会経済への影響、気候変動を抑える対策なども盛り込

まれます。国際的な対策に科学的根拠を与える重みのある文書

となるため、報告書は国際交渉に強い影響力を持ちます。 

 各国政府を通じて推薦された科学者が参加し、5～6年ごとに

その間の気候変動に関する科学研究から得られた最新の知見

を評価し、評価報告書（assessment report）にまとめて公表しま

す。第5次報告の第1作業部会(自然科学的根拠)の主執筆者 

江守氏を、5月に鳥取県に招いています。（詳細は最終ページ） 

 IPCC第5次評価報告書主執筆者の江守正多氏（国立環境研

究所）を講師に、IPCC第5次評価報告書に関する講演会を5月

17日(土）に開催します。質疑応答の時間を十分取り、ご参加の

方の疑問にお答えいただく予定です。（詳細は次頁） 

第2作業部会 
フィールド共同議長 



   NPO法人「ECOフューチャーとっとり」の活動を支えてくださる会員を募集しています。 
 入会費 0 円（当面の間） 年会費  正会員 3,000 円 学生正会員 1,000 円 賛助会員 6,000 円  事務局へご連絡ください。 

鳥取県地球温暖化防止活動推進センター通信「TCCCAニュースレター」 ＶＯＬ．12   2014 

 
 

鳥取県地球温暖化防止活動推進センター通信（季刊） 
「TCCCA（トッカ）ニュースレター」 
  (平成2６年VOL.１２  ３月発行) 

発行：鳥取県地球温暖化防止活動推進センター 
 （特定非営利活動法人 ECOフューチャーとっとり）   

     
 

 
〒689-1111 鳥取県鳥取市若葉台北1-1-1 

      鳥取環境大学サステイナビリティ研究所内 
TEL/FAX : 0857-52-2700  

E-mail  :  eco.f.tottori@gmail.com  
ホームページ :http://ecoft.org（Facebookもやってます。） 
本誌のカラー版は、ホームページよりダウンロードできます。 

協力：鳥取環境大学「地球環境を考える会」 

   

グリーンウェイブ環境教育プログラム 
 鳥取県の再生可能エネルギーについて学ぶことで、豊かな地域資源に目を向け、活か
して暮らしていこうとする意欲を持つことのできる環境学習プログラムが８つできました。 
  

～平成２６年度第１回 とっとりエコサポーターズスキルアップ研修会のご案内～ 

日付：5/17( 土) 
時間：14:00 ～17:00   （予定） 
場所：鳥取大学医学部（米子市） 
共 催：エコアクション米子 

 ₉   

 ὃ ẉ  
■国立環境研究所 

 地球環境研究センター 

 気候変動リスク評価研究室室長 

■東京大学教養学部卒業 

■同大学院総合文化研究科博士課程修了 

■地球温暖化の将来予測とリスク論 

■IPCC第5次評価報告書主執筆者 

■著書『異常気象と人類の選択』 

○風力   ：かざぐるま発電    ○水力   ：水力発電 

○太陽熱：エコクッキング    ○地球史：地球の歴史年表 

 

（例）太陽光発電プログラム 
テーマ：つくってみよう！自然エネルギーでソーラーあんどん！ 
目的 ：太陽光による発電に興味を持ち、再生可能エネルギーに主
体的にかかわる態度を養う 

○体力発電  ：自力でエコ発電 

○バイオマス：エコクッキング 

○省エネ：ゼロエネハウス 

 

ỵ  χ Ѐ  
  ȕIPCC ₆ ͻ ȕ К   

 3月の第２作業部会報告書では、気候変動の影響が

すでにあらゆる場所で起きており、今後も気温の上昇

で全地球上、全ての人類に影響を及ぼすことになると

結論づけ、世界が温室効果ガスの排出を抑制するため

の積極的な対策をとる必要が改めて浮き彫りになりま

した。気候変動関連リスクを全体像として科学的に理

解し、誰がどう管理・選択・決定するべきかを、ＩＰ

ＣＣ第5次報告第1作業部会主執筆者である江守氏と

一緒に考えてみましょう。 

 ※江守氏の著書『異常気象と人類の選択』(角川Ｓ

ＳＣ新書)を予め読んでの参加をお勧めします。 
 参加申込みは、 
メール・ＦＡＸ・電話で下記へ。 


